
怒らっT,水田化を目篠担している恥 萱場地区のみは酪農穫常をめざし県下でも優秀を成練をあ

げている｡萱墳地区は他の地区にくらべ有利恵条件 もそなわゥているのだ杓 開拓部落における2

つの農業経営が今後の今市開析扇状地の農薬土地利用の指針をあらわしているように思われる｡自

然条件などから比鞍鼻経営の方が望ましいL,萱壕のように成功 している所もあるカi 現在水稲作

は技術的にも商業的にも安全で,､酪農のように艶本の必要とか大きを失敗め危険性卑どがないので,

この地域にもゥとも適 した農業経営として盲らにその重要性を強めていくように思われる｡

域 の 地 理 学 的 考 察

⊂ 竺 高 田 和 枝

調査地城は多摩丘陵南端部を刻む柏尾川流域 とし,酉に藤沢市に接し南に鎌倉市を含む横浜市の

南部に位置する｡この地域は丘陵内の谷底平野に水田が作 られ,血蒙斜面や崖下の徴高地には集落

が見られる田園地帯であったが,京浜=業地帯と湘南地方の中間地帯にあるたb,最近は住宅地化

や工業地化の現象が著しく,｢股住宅が増しているのは勿論であるカi 水田地帯には主に工場が立

並び.,また丘陵上に妊アJL ト群がそびえる.ようにをゥた｡このような最近の急激を変貌をただ変

化した変化したで眺めるだけで攻く,卒論には調査地域を一つの単位として,その変貌をできるだけ

網羅 し,教畳的にとらえると共に変貌によゥて発生した問題の発見を試みて,′との地域の性格を出

してみたいと患 ったB

卒論の内容構成は次の通Dである｡

蕗一章 柏尾川流域の概悦

①位鹿.⑧ 自然･⑧産菜.④集落と交通の発展

弟二幸 柏尾川流域の地形

①地形区分.⑧柏尾川.①沖横層

弟三幸 柏尾川低地の工業地化

①都市化.噛工場の進出･③近郷農村の変動

弟四幸 水 の 専

①柏尾川の供か ㊥洪水の特性･㊥水利用･⑥洪水の原因

弟玉章 ま と め
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嶺馴 憶塊地形分瀬蔚

すかゥたが>最近は遊水池の水田が盤立てられ

Lt甲地埠申地形区分は次の通Pに行った｡

①丘陵斜面Ⅰ-iB.⑨丘陵斜面帽 .①段丘.

④ コルグィ7ル斜面.序)谷底平野.⑥ 自然塊

防･㊦砂堆 (潮汐デルタ牲 ).I⑧人工改変地

①盛土地.①切取地

永田を埋立てて住宅 ･工場が立並んでViる谷底

平野格 境川との合流点付近で両岸に丘陵がせせ

9,-湘南砂丘からの砂の供給をうけて谷の出口を

塞がれて,一時は湖招化したこともあると患われ

る~B海成層の沖横層の上部に腐植層の発達が兎ら

れるの妊そのためと思われ,また元来この地域の

南部から三浦～房総半島にかけては隆起地帯であ

畠から 南北浸細長い谷底平野あ傾斜はゆるくを

9,腐植層の堆横 も進んだと考えられる｡そのた

めこの地域の重畳のある建物は基礎工事の手を抜

くと地盤沈下するという現象を引岸こしている｡

またこの地域は憤斜がゆるく谷底平野で周囲を丘

陵に囲まれているから,昔から柏尾川壮氾渡しや

更に上水 ･工業用淡として1日約8万ttyが他地

域から連ばれて来るのC,少し強めの降雨があるとすぐ柏尾川は降東を吸収できをくなP,また丘

陵上の大穎横の宅地造成等も出水の原因の1つであ9,平野面の住宅は年に2回妊水に浸る所があ

る｡

このように基礎工事や防永工事に費用示かかるのにもかかわらず工場静が東海道本線沿忙宣伝を

兼ねて立並び,その間や丘陵上に住宅力増 加して行くのはこの地域が京浜二束地帯の延長部であD,

太平洋ベル ト地帯に含まれるからと思われる｡この地域の農業は工場等の進出によ9耕地面横が洩

少してお9,飯米確保のために類書れた水田は工場等の敷地造成の艶立てによゥて港漉排水溝を埋

立てられ 堺丑が渡少しているから 営農手段よ9財産的憤向が強払 ｡ これらのベル ト地帯として

の間蕗を含み竜がら 工場進出壮敷地の点で限粛正来たので,これからは住宅め増加が更に見らtt,

住宅地域の中に工場が点在するようになると思われる｡
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